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72●竜盤類

はすべてヘレラサウルス科 Herrerasauridaeというグ
ループにまとめられている．
　エオラプトルとヘレラサウルス，およびそれと似
たその他数種の恐竜はギザギザのついたナイフのよ
うな肉食恐竜の歯をもち，そのためこれらは初期の
タイプの獣脚類と考えられることが多い．しかし，
恐竜と近縁の他の動物たち（ラウイスクス類やその
他の原始的なワニの仲間など）もギザギザのついた
ナイフのような歯をもっており，したがってわれわ
れは最も初期の恐竜たちも同様の歯をもっていたと
予想している．鳥盤類や竜脚形類の木の葉型の歯は，
植物を食べるのを助けるため，この 2つのグループ
でそれぞれ別個に進化してきた特殊化した特徴だと
考えられる．つまりナイフのような歯から，それを
もつ恐竜が獣脚類と考えることはできない．その恐
竜が肉食だと考える根拠になるだけである．
　これら問題の竜盤類は，明確な獣脚類にみられる
いくつかの特徴も欠落している．たとえば，獣脚類
の足の第 1指（人間の足の親指に当たる）は短く，
ふつうその恐竜が歩くときに地面には触れない．ま
た中足骨（足の長い骨）は足首にまで届いていない．
エオラプトルやヘレラサウルス類は獣脚類以外の恐
竜に似ていて，足の第 1指は地面に触れるくらい長
く，中足骨は足首にまで達する．

　またエオラプトルやヘレラサウルス類には，竜脚
形類や獣脚類にみられる長い首（肩の近くの椎骨が
長い），大きな親指，長い第 2指などがみられない．
しかし，中空の椎骨はもっている！　このことか
ら，これらの恐竜は竜脚形類と獣脚類が分岐する以
前に，竜盤類の系統樹から枝分かれしたと考える古
生物学者もいる．
　他方，ヘレラサウルス類やエオラプトルのかぎ爪
や手指の骨のいくつかは，竜脚形類よりも真の獣脚
類に形が似ている．また，これらの恐竜の椎骨の内
側にある空洞の形は，真の獣脚類の椎骨内部にある
空洞に似ている．そのためエオラプトルやヘレラサ
ウルス類はごく原始的な初期の獣脚類だと考える学
者もいる．筆者個人としては，まだ結論は出ていな
いと考えており，新しい標本によってやがていずれ
かの形で結論が得られるだろう．
　これらの恐竜が獣脚類か，それともただの原始的
な竜盤類かはさておき，エオラプトルもヘレラサウ
ルス類も，竜脚形類以外のその他のあらゆる恐竜も，
獣脚類以外の竜盤類はどれもジュラ紀まで生きのび
ることはなかった．しかし次の第 13章で述べるよ
うに，竜脚形類と獣脚類はジュラ紀と白亜紀にも繁
栄を続けた．

三畳紀後期の捕食性竜盤類恐竜，アルゼンチンの
ヘレラサウルス
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よばれる．コンプソグナトゥス類（シノサウロプテ
リクスなど）も，マニラプトル類（ミクロラプトル
Microraptorや鳥類）も，ともにある種の羽毛状構
造物をもつため，科学者はこれらの共通の祖先も原
羽毛をもっていたのではないかと考えている．
　以前の分岐学的研究によって，ティラノサウルス
類はシノサウロプテリクスのようなコンプソグナ
トゥス類よりも鳥類に近い類縁関係があることが示
されていた．したがって，鳥類とコンプソグナトゥ
ス類の共通の祖先が原羽毛をもっていたとすれば，
暴君恐竜は綿毛をもった同じ共通の祖先から生まれ
た子孫ということになる！　1990年代の半ば，私
と同僚たちはある予測をした．いずれ誰かがティラ
ノサウルス科に至る系統の初期の恐竜を見つけると

したら，それは，あらゆる原始的なコエルロサウル
ス類と同じように長い腕と三本指の細い手をもった
小型の恐竜だろう．また，他のあらゆる原始的なコ
エルロサウルス類と同じように，それは原羽毛でお
おわれているだろうというものだった．あとは誰か
がこのような恐竜を見つけることができさえすれば
よいだけだった．

綿毛をもった暴君：まず予測，後で発見
　結局のところ，ある人がそのような恐竜を見つけ
た！　ディロング Dilongが発見され，2004年に記
載されて，われわれの予測は真実となった．デイロ

白亜紀前期のティラノサウルス上科恐竜，中国の
ディロング


